
荒尾こころの郷病院 

基本理念 

1.思いやり医療 

常に思いやりの心を忘れ

ず、患者様中心の医療を行

います。 

2.トータルケア 

地域・家庭・病院が一体とな

って、総合的で一貫したケ

アを行います。 

3.チーム医療 

医療・保健・福祉が連携し

て、チーム医療を行います。 

 
医療法人洗心会 

荒尾こころの郷病院 

令和 5年 5月発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは！西 2 病棟です。3 月下旬、レクリエーションとして

茶話会を実施しました。今回は桜の時期であるという事から、桜餅

やお彼岸にちなんで魔除け・厄除けのおはぎを皆さんで一緒に食べ

て季節を感じていただきました！普段なかなか食べる機会のない桜

餅・おはぎを目の前にして誰もが自然と明るい表情になっていまし

た。実際に食べた際にも、明るい表情で会話されている方や「おい

しいです」と話される方が多くいらっしゃり、私達スタッフ一同も

季節の変化を感じるとともに普段とは違う一面に触れさせていただ

き、とても幸せな雰囲気の中で今回の活動を終えることができ良い

時間でした。今後もいろいろな場面で患者様とスタッフでレクリエ

ーションの取り組みを行っていければと思った活動となりました。 

ちちょょここっっとと  

情情報報局局  

 お花見の風習が始まった

のは奈良時代ですが、当

時は桜ではなく梅の花だっ

たようです。平安時代にな

ると宮中行事に桜の花見

が取り入れられるようにな

り、江戸時代には息抜きの

行楽としての習慣が庶民

にも広まっていきました。 

 少しずつコロナも落ち着

いてきて、今年のお花見は

全国的に盛大だったようで

すね。 

南 2病棟では 3月 29日に当院中庭にてお花見を行いました。天気

にも恵まれ、満開に近い桜で絶好のお花見日和(^^)/✿今年は久しぶ

りの中庭での開催ということもあり、ブルーシートを敷いてゆっく

りとした時間を過ごしてもらいながら、桜の木の下で記念撮影をパ

シャリ☆彡皆さん良い笑顔でした♪♪催し物では職員がジェスチャ

ーゲームを行い、うまく表現していた方もいれば、？？？という方

もいて皆さんの笑いを誘っていました。見事 1 分間で多く表現でき

ていたのは師長さん！さすがでした☆また、茶話会では手作りぜん

ざいを振る舞い、外で食べるぜんざいは格別で「美味しかった」と

おかわりする方も。心地よい春風に「気持ちよかった花見でした」

とのお言葉もあり、良い日になりました。中庭で行うレクリエーシ

ョンも今後増やしていけたらなと思っています。 



荒尾こころの郷病院 

TEL：0968-62-0657 

HP ：http://senshinkai.or.jp/kokoro 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員のつぶやき 

コロナ禍明けの兆しも見え始め、お出かけや旅行

の計画も立てやすくなってきた今日この頃。 

我が家の子どもたちは高 1、中 2 で今年は 2 人

とも修学旅行！延期や中止になる心配も今年はな

いかな？と思います。子どもも大きくなるとそれぞ

れ忙しく一緒にお出かけも中々できませんが、たま

には親子でゆっくり出かけたいですね(*^-^*) 

デイケア「にじの郷」は『医療保険制度』で

利用できる通所施設です。認知症の周辺症状

（徘徊・夜間不眠・昼夜逆転など）の緩和、

生活能力の機能維持、家族の介護負担の軽減

を目的に、看護・リハビリ・介護などを行い、

本人様が住み慣れた家庭や地域での生活を

支援いたします。 

 

具体的な支援内容は 

① 認知症の精神症状の緩和 

② 規則的な生活リズムの維持 

③ 認知機能等の活性化 

④ 意欲の向上や対人交流促進 

⑤ 介護家族の休息支援 

⑥ 介護・医療に関する相談対応 

 

担当職員は「常勤する精神科医」「看護師」「作

業療法士」「精神保健福祉士」となります。

各職種の特性を生かし協力しながら、チーム

医療を実践いたします。 

～患者さまの権利と責任～ 
患者さまの権利 

１：良質な医療を受ける権利 

２：選択の自由の権利 

３：自己決定の権利 

４：説明を受ける権利 

５：情報の開示を求める権利 

６：プライバシーの保護と秘密を保持される権利 

７：尊厳を得る権利 

患者さまの責任 

１：治療を受けられる患者さまとして、正確なご自身の精神的・身体

的・社会的な情報を医師に伝えていただく責任があります。 

２：患者さまご自身が医療へ参加していただく責任があります。 

３：他の患者さまの診療に支障を与えない配慮をしていただく責任

があります。 

3 月 28 日に第 37 回院内看護、コ・メディ

カル研究発表会が開催されました。 

今年も 8席の医療・看護等の向上に向けた

取り組みについての発表があり、私も入職後

初めての研究発表をさせていただきました。

発表の順番が近づくにつれて緊張は増し、発

表中の記憶は曖昧です(笑)。石川副院長より

貴重なご意見をいただいたり、発表後も興味

をもって話しかけてきてくださった方もい

たりと、とても良い経験をさせてもらいまし

た。同じ部署の皆さんにもアドバイスをいた

だき、たくさんのサポートをしていただいて

感謝の気持ちでいっぱいです。特別講演では

五十嵐副院長より『新型コロナ感染症治療薬

ラゲブリオ（モルヌピラビル）使用による有

熱期間の検討』という演題でご講演いただき

ました。ウイルスの特徴や海外での治療薬の

効果、使用状況なども含めた報告があり大変

興味深く、とても勉強になりました。 

（広報委員会発行）掲載期間：～Ｒ5.7.31 

詳しい説明をご希望の方は 

お気軽にお問合せください。 

11 月に病院入口の斜面に

植えた芝桜が綺麗に咲きま

した❀❀今月いっぱいは咲

いていると思いますので、

是非ご覧ください(^^)/ 

http://senshinkai.or.jp/kokoro

